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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月7日(2011.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ4またはそれ以上のオレフィン類を１種以上含有するオレフィンが豊富な原料からプ
ロピレンを製造する方法であって、該オレフィン含有原料を少なくとも約１８０のケイ素
／アルミニウム原子比を有するＭＦＩ型の触媒に接触させてプロピレンを含有する流出液
を該原料のオレフィン含有量を基準にして３０ないし５０％のオレフィン基準プロピレン
収率で生じさせることを含んでなり、かつ、該触媒がＺＳＭ－５型の触媒であり、有機鋳
型を用いた結晶化で作られたものであり、その後如何なる蒸気処理も脱離アルミニウム化
処理も受けておらず、３００ないし１０００のケイ素／アルミニウム原子比を有する触媒
であることを特徴とする方法。
【請求項２】
　該原料が軽質分解ナフサを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　該原料が製油所内の流動床接触分解装置由来のＣ4溜分、製油所内のメチルｔ－ブチル
エーテル製造用装置由来のＣ4溜分または蒸気分解装置由来のＣ4溜分を含む請求項１記載
の方法。
【請求項４】
　該原料が蒸気分解装置または軽質分解ナフサ由来のＣ5溜分を含む請求項１記載の方法
。
【請求項５】
　該流出液中に存在する全てのＣ3化合物の少なくとも９５重量％がプロピレンとして存
在する前請求項のいずれかに記載の方法。
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【請求項６】
　該原料を該触媒に５００ないし６００℃の流入温度で接触させる前請求項のいずれかに
記載の方法。
【請求項７】
　該流入温度が５４０ないし５８０℃である請求項６記載の方法。
【請求項８】
　該原料を該触媒に０．１ないし２バールのオレフィン分圧で接触させる前請求項のいず
れかに記載の方法。
【請求項９】
　該原料を該触媒の上に１０ないし３０時-1のＬＨＳＶで通す前請求項のいずれかに記載
の方法。
【請求項１０】
　該ケイ素／アルミニウム原子比が１８０から１０００である前請求項のいずれかに記載
の方法。
【請求項１１】
　該触媒が該触媒を蒸気中での加熱により前処理されそして該触媒をアルミニウム用錯化
剤で処理することにより該触媒が脱アルミニウム化されており、この前処理で該触媒のケ
イ素／アルミニウム原子比が少なくとも約１８０の値にまで高められているものである前
請求項のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　該ＭＦＩ型の触媒がシリカライト型の触媒である請求項１～１１のいずれか１項に記載
の方法
【請求項１３】
　該ＭＦＩ型の触媒がＺＳＭ－５型の触媒である請求項１～１１のいずれか１項に記載の
方法。
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